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平成２１年度 港湾請負工事積算基準 正誤表（Ｈ２１.９.８）

掲 載 頁 誤 正 摘要

３章４節 名称の訂正
本体工 ４節 本体工 ４節 本体工
4.1ケーソン式 ４．１ ケーソン式 ４．１ ケーソン式

目次

２．ケーソン製作工 ２．ケーソン製作工

２－９ 鉄筋 ２－９ 鉄筋
２－９－１ 適用範囲 3-4.1-25 ２－９－１ 適用範囲 3-4.1-25
２－９－２ 鉄筋荷卸 ２－９－２ 鉄筋荷卸
２－９－２－１ 代価表作成手順 3-4.1-25 ２－９－２－１ 代価表作成手順 3-4.1-25
２－９－２－２ 施工歩掛 3-4.1-25 ２－９－２－２ 施工歩掛 3-4.1-25

２－９－３ 鉄筋加工組立 ２－９－３ 鉄筋加工組立
２－９－３－１ 代価表作成手順 3-4.1-25 ２－９－３－１ 代価表作成手順 3-4.1-25
２－９－３－２ 施工歩掛 3-4.1-26 ２－９－３－２ 施工歩掛 3-4.1-26

２－９－４ 吊鉄筋加工組立 ２－９－４ 吊鉄筋組立
２－９－４－１ 代価表作成手順 3-4.1-27 ２－９－４－１ 代価表作成手順 3-4.1-27
２－９－４－２ 施工歩掛 3-4.1-27 ２－９－４－２ 施工歩掛 3-4.1-27

３章４節 名称の訂正
本体工 １－４ 標準的な積算手順 １－４ 標準的な積算手順
4.1ケーソン式

3-4.1-4 ［ケーソン製作工］ ［ケーソン製作工］
２－４～２－１１ ２－４～２－１１

･ケーソン製作方法 → ケーソン製作工の → ｹｰｿﾝ製作用台船係留代価表 ･ケーソン製作方法 → ケーソン製作工の → ｹｰｿﾝ製作用台船係留代価表
･製作日数 積 算 ・ｹｰｿﾝ製作用台船運転代価表 ･製作日数 積 算 ・ｹｰｿﾝ製作用台船運転代価表
･クレーン類の種類・規格 (ａ：ｹｰｿﾝ製作用台船方式) ・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ敷設代価表 ･クレーン類の種類・規格 (ａ：ｹｰｿﾝ製作用台船方式) ・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ敷設代価表
･市場単価 (ｂ：陸上施工方式) ・ｱｽﾌｧﾙﾄﾏｯﾄ設置代価表 ･市場単価 (ｂ：陸上施工方式) ・ｱｽﾌｧﾙﾄﾏｯﾄ設置代価表

・鋼製枠組足場架払代価表 ・鋼製枠組足場架払代価表
・内足場架払代価表 ・内足場架払代価表
・鉄筋荷卸代価表 ・鉄筋荷卸代価表
・鉄筋加工組立代価表 ・鉄筋加工組立代価表
・吊鉄筋加工組立代価表 ・吊鉄筋組立代価表
・鋼製型枠組立組外代価表 ・鋼製型枠組立組外代価表
・陸上ｺﾝｸﾘｰﾄ打設代価表 ・陸上ｺﾝｸﾘｰﾄ打設代価表

･海上打継ぎの有無 → (ｃ：海上打継方式) ・補助ヤード施設代価表 ･海上打継ぎの有無 → (ｃ：海上打継方式) ・補助ヤード施設代価表
・支保組立組外代価表 ・支保組立組外代価表

３章４節 名称の訂正
本体工 １－５ 数量計算等 １－５ 数量計算等
4.1ケーソン式 １－５－１ 集計数位 １－５－１ 集計数位

3-4.1-6 種別(レベル3） 細別（レベル4） 内 容 単位 数 位 摘 要 種別(レベル3） 細別（レベル4） 内 容 単位 数 位 摘 要

鉄 筋 質 量 kg 鉄 筋 質 量 kg

ケ ーソン製作工 吊 鉄 筋 質 量 〃 ケーソン製作工 吊 鉄 筋 質 量 〃
鉄 筋 鉄 筋

吊 バ ー 本 数 本 吊鉄筋･吊バー本数 本

吊 バ ー 質 量 kg 吊 バ ー 質 量 kg
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平成２１年度 港湾請負工事積算基準 正誤表（Ｈ２１.９.８）

掲 載 頁 誤 正 摘要

３章４節 材料の削除
本体工 １－５－２ 材料割増率 １－５－２ 材料割増率
4.1ケーソン式

種別（レベル3） 細別（レベル4） 内 容 割増率（％） 摘 要 種別（レベル3） 細別（レベル4） 内 容 割増率（％） 摘 要
3-4.1-7

鉄 筋 (異形棒鋼) 3 鉄 筋 (異形棒鋼) 3
鉄 筋 鉄 筋

ケ ー ソ ン 製 作 工 吊 鉄 筋 ( 丸 鋼 ) 3 ケ ー ソ ン 製 作 工 吊 鉄 筋 ( 丸 鋼 ) 3

コ ン ク リ ー ト 陸上コンクリート 1 コ ン ク リ ー ト 陸上コンクリート 1

３章４節 名称の訂正
本体工 ２．ケーソン製作工 ２．ケーソン製作工 代価表名称の削除
4.1ケーソン式 ケーソン製作工に含まれる代価表は、下表のとおりである。 ケーソン製作工に含まれる代価表は、下表のとおりである。

3-4.1-9
種別(レベル3) 細別(レベル4) 積算要素(レベル6) 種別(レベル3) 細別(レベル4) 積算要素(レベル6)

ｹ ｰ ｿ ﾝ製 作工 鉄 筋 鉄 筋 加 工 組 立 鉄筋荷卸 126t当り ｹ ｰ ｿ ﾝ製 作工 鉄 筋 鉄 筋 加 工 組 立 鉄筋荷卸 126t当り

鉄筋加工組立 1,000kg当り 鉄筋加工組立 1,000kg当り

吊鉄筋加工・組立 吊鉄筋加工組立(φ38mm未満) 吊 鉄 筋 組 立 吊鉄筋加工組立(φ38mm未満)
1,000kg当り 1,000kg当り

吊鉄筋(φ38mm以上)・吊バー 吊鉄筋(φ38mm以上)・吊バー
１本当り １本当り

吊鉄筋(φ38mm以上)・吊バー組立 吊鉄筋(φ38mm以上)・吊バー組立
1,000kg当り 1,000kg当り

型 枠 型 枠 組 立 組 外 鋼製型枠組立組外 100ｍ２当り 型 枠 型 枠 組 立 組 外 鋼製型枠組立組外 100ｍ２当り

コ ン ク リ ー ト 陸 上 ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 打 設 コンクリート打設 10ｍ３当り コ ン ク リ ー ト 陸 上 ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 打 設 コンクリート打設 10ｍ３当り

３章４節 フロー図の訂正
本体工 ２－１ 適用範囲 ２－１ 適用範囲
4.1ケーソン式 本項は、本体工（ケーソン式）のケーソン製作（ケーソン製作用台船方式(a)、陸上施工方式(b)、海上打継方 本項は、本体工（ケーソン式）のケーソン製作（ケーソン製作用台船方式(a)、陸上施工方式(b)、海上打継方

3-4.1-10 式(c)）に適用する。 式(c)）に適用する。

２－２ 施工フロー ２－２ 施工フロー

鉄筋 鉄筋
a,b,c a,b,c
鉄筋加工組立(荷卸) 鉄筋加工組立(荷卸)
a,b,c a,b,c a,b,c a,b,c
鉄筋加工組立(加工) 鉄 筋 加 工 組 立 （ 組 立 ） 鉄筋加工組立(加工) 鉄 筋 加 工 組 立 （ 組 立 ）
a,b,c a,b,c a,b,c
吊鉄筋加工組立(加工) 吊 鉄 筋 加 工 組立 ( 組 立 ) 吊 鉄 筋 組 立

３章４節 名称の訂正
本体工 ２－９ 鉄筋 ２－９ 鉄筋
4.1ケーソン式 ２－９－１ 適用範囲 ２－９－１ 適用範囲

3-4.1-25 本項は、ケーソン製作用台船方式、陸上施工方式、海上打継方式の鉄筋荷卸、鉄筋加工組立、吊鉄筋加工・組 本項は、ケーソン製作用台船方式、陸上施工方式、海上打継方式の鉄筋荷卸、鉄筋加工組立、吊鉄筋組立に
立に適用する。 適用する。
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平成２１年度 港湾請負工事積算基準 正誤表（Ｈ２１.９.８）

掲 載 頁 誤 正 摘要

３章４節 名称の訂正
本体工 ２－９－４ 吊鉄筋加工組立 ２－９－４ 吊鉄筋組立 市場単価適用の訂正
4.1ケーソン式 ２－９－４－１ 代価表作成手順 ２－９－４－１ 代価表作成手順

3-4.1-27 ［吊鉄筋加工・組立の積算］ ［吊鉄筋現場組立の積算］

吊 鉄 筋 の 種 類 → ・吊鉄筋 吊 鉄 筋 の 種 類 → ・吊鉄筋（80mm未満）
・吊バー ・吊バー（80mm未満）

・鉄筋径 → 加工方法の選定 → ・38mm未満 ・施工場所 → 市場単価適用の検討 → ・市場単価適用条件以外は、
・38mm以上 別途積算

［吊鉄筋加工組立(φ38mm未満)の積算］ 【第４章 市場単価】 ［吊鉄筋加工組立(φ38mm未満)の積算］ 【第４章 市場単価】

・標準市場単価(ｸﾚｰﾝ抜き) → 代価表の作成 → ・吊鉄筋加工組立 ・クレーンの機種・規格 → 主クレーンの機種の → ・陸上クレーン
クレーンの機種・規格 1,000kg当り代価表 「２－３－２」 選 定 ・貸与クレーン
「２－３－２」または ・貸与クレーンの有無 ・海上クレーン
貸与クレーンの機種・規格

［吊鉄筋(φ38mm以上)・吊バーの積算］
［吊鉄筋(φ38mm以上)・吊バーの積算］

・吊鉄筋・吊バー単価 代価表の作成 → ・吊鉄筋・吊バー１本当り代価表
・吊鉄筋・吊バー単価 代価表の作成 → ・吊鉄筋・吊バー１本当り代価表 （工場加工費、運搬費含む）→
（運搬費含む） → 「第２章 １節
「第２章 １節 ２－２－１材料単価」
２－２－１材料単価」

［吊鉄筋(φ38mm以上)・吊バー組立の積算］
［吊鉄筋(φ38mm以上)・吊バー組立の積算］ 【第４章 市場単価】

【第４章 市場単価】 ・標準市場単価(ｸﾚｰﾝ抜き) →
クレーンの機種・規格 代価表の作成 → ・吊鉄筋・吊バー組立

・標準市場単価(ｸﾚｰﾝ抜き) → 代価表の作成 → ・吊鉄筋・吊バー組立 「２－３－２」または 1,000kg当り代価表
クレーンの機種・規格 1,000kg当り代価表 貸与クレーンの機種・規格
「２－３－２」または
貸与クレーンの機種・規格

２－９－４－２ 施工歩掛 ２－９－４－２ 施工歩掛
１）代価表 １）代価表
(1) 吊鉄筋加工組立（φ38mm未満） 1,000kg当り (1) 吊鉄筋加工組立（φ38mm未満） 1,000kg当り 代価表の削除

数 量 数 量 摘 要
単 単

ｹｰｿﾝ 陸上施工方式 海上打継方式 ｹｰｿﾝ 陸上施工方式 海上打継方式
製 作 用 製 作 用

名 称 形状寸法 台船方式 ｹｰｿﾝ製作用 摘 要 名 称 形状寸法 台船方式 ｹｰｿﾝ製作用
(FD) 台船方式(DD) (FD) 台船方式(DD)

位 貸与 陸上 貸与 海上 位 貸与 陸上 貸与 海上陸上ｸﾚｰﾝ 陸上ｸﾚｰﾝｸﾚｰﾝ ｸﾚｰﾝ ｸﾚｰﾝ ｸﾚｰﾝ ｸﾚｰﾝ ｸﾚｰﾝ ｸﾚｰﾝ ｸﾚｰﾝ
鉄 筋 丸 鋼 kg 1,030 割増しを含む 鉄 筋 丸 鋼 kg 1,030 割増しを含む
吊鉄筋加工組立 ｸ ﾚ ｰ ﾝ 抜 き 〃 1,000 1,000 市場単価 吊鉄筋加工組立 ｸ ﾚ ｰ ﾝ 抜 き 〃 1,000 1,000 市場単価

標準運転時間ラフテレーンクレーン (油) 25t吊 日 0.1 － － － － － 標準運転時間 ラフテレーンクレーン (油) 25t吊 日 0.1 － － － － －

ラフテレーンクレーン ラフテレーンクレーン 標準運転時間
または (油) t吊 〃 － 0.2 － 0.2 － － 標準運転時間 または (油) t吊 〃 － 0.2 － 0.2 － －
クローラクレーン クローラクレーン
貸与ｸ ﾚ ｰ ﾝ運転費 t吊 〃 － － 0.2 － 0.2 － 貸与ｸ ﾚ ｰ ﾝ運転費 t吊 〃 － － 0.2 － 0.2 －
ｸ ﾚ ｰ ﾝ付台船 t吊 ｸ ﾚ ｰ ﾝ付台船 t吊 運6H／就8H
または 運転 非航旋回 〃 － － － － － 0.2 運6H／就8H または 運転 非航旋回 〃 － － － － － 0.2
起 重 機 船 鋼Ｄ t吊 起 重 機 船 鋼Ｄ t吊
引 船 〃 鋼Ｄ PS型 〃 － － － － － 0.2 運2H／就8H 引 船 〃 鋼Ｄ PS型 〃 － － － － － 0.2 運2H／就8H

注）1.ＦＤ方式以外に使用するクレーンの種類・規格は、「本節 ２－３－２ クレーン類の 注）1.ＦＤ方式以外に使用するクレーンの種類・規格は、「本節 ２－３－２ クレーン類の
種類・規格の選定」による。 種類・規格の選定」による。

2.貸与クレーン運転費は、必要費用を計上する。 2.貸与クレーン運転費は、必要費用を計上する。
3.引船規格は、「第２章 工事費の積算、１節 直接工事費、付属資料－１ 作業能力等、 3.引船規格は、「第２章 工事費の積算、１節 直接工事費、付属資料－１ 作業能力等、
２．作業船と引船の標準組合せ」による。 ２．作業船と引船の標準組合せ」による。

4.現場条件により追加クレーンが必要な場合は、使用クレーンの費用を別途計上する。 4.現場条件により追加クレーンが必要な場合は、使用クレーンの費用を別途計上する。
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掲 載 頁 誤 正 摘要

３章４節 代価表名称の訂正
本体工 (2) 吊鉄筋（φ38mm以上）・吊バー １本当り (1) 吊鉄筋（φ38mm以上）・吊バー １本当り
4.1ケーソン式

名 称 形 状 寸 法 単位 数量 摘 要 名 称 形 状 寸 法 単位 数量 摘 要
3-4.1-28

吊鉄筋・吊バー φ mm、Ｌ= ｍ 本 1 吊鉄筋・吊バー φ mm、Ｌ= ｍ 本 1

注）吊鉄筋・吊バー（φ80mm未満）は、材料費（工場加工費及び運搬費を含む）として計上する。

(3) 吊鉄筋（φ38mm以上）・吊バー組立 1,000kg当り (2) 吊鉄筋（φ38mm以上）・吊バー組立 1,000kg当り

数 量 数 量
単 単

ｹｰｿﾝ 陸上施工方式 海上打継方式 ｹｰｿﾝ 陸上施工方式 海上打継方式
製 作 用 製 作 用

名 称 形状寸法 台船方式 ｹｰｿﾝ製作用 摘 要 名 称 形状寸法 台船方式 ｹｰｿﾝ製作用 摘 要
(FD) 台船方式(DD) (FD) 台船方式(DD)

位 貸与 陸上 貸与 海上 位 貸与 陸上 貸与 海上陸上ｸﾚｰﾝ 陸上ｸﾚｰﾝｸﾚｰﾝ ｸﾚｰﾝ ｸﾚｰﾝ ｸﾚｰﾝ ｸﾚｰﾝ ｸﾚｰﾝ ｸﾚｰﾝ ｸﾚｰﾝ

吊鉄筋・吊バー組立 ｸ ﾚ ｰ ﾝ 抜 き kg 1,000 1,000 市場単価 吊鉄筋・吊バー組立 ｸ ﾚ ｰ ﾝ 抜 き kg 1,000 1,000 市場単価

ラフテレーンクレーン ラフテレーンクレーン
または (油) t吊 日 － 0.2 － 0.2 － － 標準運転時間 または (油) t吊 日 － 0.2 － 0.2 － － 標準運転時間
クローラクレーン クローラクレーン

貸与ｸ ﾚ ｰ ﾝ運転費 t吊 〃 － － 0.2 － 0.2 － 貸与ｸ ﾚ ｰ ﾝ運転費 t吊 〃 － － 0.2 － 0.2 －

ｸ ﾚ ｰ ﾝ付台船 t吊 ｸ ﾚ ｰ ﾝ付台船 t吊
または 運転 非航旋回 〃 － － － － － 0.2 運6H／就8H または 運転 非航旋回 〃 － － － － － 0.2 運6H／就8H
起 重 機 船 鋼Ｄ t吊 起 重 機 船 鋼Ｄ t吊

引 船 〃 鋼Ｄ PS型 〃 － － － － － 0.2 運2H／就8H 引 船 〃 鋼Ｄ PS型 〃 － － － － － 0.2 運2H／就8H

注）1.クレーン類の種類・規格は、「本節 ２－３－２ クレーン類の種類・規格の選定」による。 注）1.クレーン類の種類・規格は、「本節 ２－３－２ クレーン類の種類・規格の選定」による。
2.貸与クレーン運転費は、必要費用を計上する。 2.貸与クレーン運転費は、必要費用を計上する。
3.引船規格は、「第２章 工事費の積算、１節 直接工事費、付属資料－１ 作業能力等、 3.引船規格は、「第２章 工事費の積算、１節 直接工事費、付属資料－１ 作業能力等、
２．作業船と引船の標準組合せ」による。 ２．作業船と引船の標準組合せ」による。

4.現場条件により追加クレーンが必要な場合は、使用クレーンの費用を別途計上する。 4.現場条件により追加クレーンが必要な場合は、使用クレーンの費用を別途計上する。

以下空白


